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検定と
サンプルサイズ設計

脚気論争
⻑期航海において脚気患者が続出

⾷事内容を変更し、同⼀航路で訓練航海

洋⾷にすれば脚気は減る︖
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⾷事
脚気の発⽣

合計
あり なし

洋⾷ 14  (4.2%) 319 333
⽶⾷ 169 (44.9%) 207 376
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⾃分でデータを作成
ファイル＞新規作成＞データテーブル
脚気、⾷事は名義尺度、⼈数は連続尺度
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⼆変量の関係
⼈数を「重み」に

4

3

4



不必要な割合は消す 5

列プロパティ＞値の順序
⼀番上が参照⽔準になる
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表⽰内容が変わった 7

練習①
⾷事によって脚気発⽣割合は変わらない

という帰無仮説に対し、⽚側2.5%（両側
5%）⽔準にて以下の検定を⾏ってみよ。
カイ⼆乗検定
Fisher直接確率検定
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サンプルサイズ設計
 実験計画＞計画の診断＞標本サイズ/検出⼒
 実験計画＞標本サイズエクスプローラ
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状況設定
2群間での割合の⽐較

検定はカイ⼆乗検定（JMPでは指定しない）
有意⽔準は両側0.05
対照群の反応割合 40%
試験群の期待する反応割合 60%

リスク差20%
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計画の診断＞標本サイズ/検出⼒

パラメータを⼊⼒
計算したい部分だけ”.”（ドット）
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検出⼒計算
サンプルサイズを⽚群100例
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サンプルサイズ計算
検出⼒を0.8
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標本サイズエクスプローラ 14
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逐次的に計算
標本サイズ/検出⼒とは

サンプルサイズ設計式が異なる

15

練習②
以下の設定でサンプルサイズ設計をせよ
2群間での割合の⽐較

検定はカイ⼆乗検定（JMPでは指定しない）
有意⽔準は⽚側0.025
対照群の反応割合 10%
試験群に対する対照群の反応割合の差40%
検出⼒ 0.9
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